
自民党 日本維新の会 その他野党01 02 03
高市新総裁を選出。直後、公明党に対し連立継続を打診。
しかし、「政治とカネ」の問題や政策姿勢を巡り協議が難航。

公明党の連立離脱を受け、吉村代表らは政局の行方と維新の対
応について協議を開始。

自民党との政策協議の2回目。藤田共同代表は会見で、議員定
数削減などの政治改革に関し「大きく理解が前進した」と発言。
連立に向けた進展を強調。

政策協議の内容を受け、党内での調整を進め、閣僚を出さない
「閣外協力」を前提とすることで、事実上の連立合意に至る。

両院議員総会を開催し、連立合意に向けた最終的な党内了承を
得る準備を進める。

午前、吉村代表が高市総裁に電話で連立合意の意向を正式に伝達。午後には党首会談に臨み、連立政権合
意書に正式に署名。維新の「12本の矢［48項目］」（議員定数削減、ガソリン暫定税率廃止、社会保障改革、
副首都関連法案の早期制定など）について政策合意に至る。

公明党の連立離脱を受け、立憲民主党や国民民主党は、非自民
勢力での連携強化を模索。

維新が自民党との政策協議を開始したことで、野党間の連携軸
が不透明化。立憲民主党は、維新の動きを牽制しつつ、首相指名
選挙での非自民・非維新での候補者一本化の可能性を探る。

維新の政策協議前進を受け、維新は立憲・国民両党に対し、首
相指名選挙を巡る野党連携の打ち切りを伝達。国民民主党の玉
木代表は、国会議員定数削減法案には賛成する可能性があるこ
とを示唆し、是々非々の姿勢を示す。

自民・維新の連立合意を受け、立憲民主党
や国民民主党などは、「最悪の野合」「中
道路線を明確にし戦う」などと連立政権を
批判し、今後の国会対応や選挙での対決
姿勢を明確化。

高市総裁は幹部らと対応を協議。衆院で過半数に迫る議席を持つ日本
維新の会への連立打診を決定・準備。

高市総裁、維新の吉村代表に電話で連立政権への参画を要請。吉村代
表はこれに応じ、翌16日からの政策協議開始で合意。

政策協議の初会合を実施。維新が提示した12項目にわたる政策要求
（国会議員定数削減、食料品の消費税率0％、企業・団体献金の禁止な
ど）を受け、基本政策の一致を確認しつつ、懸案事項について持ち越す。

政策協議の再開。維新が「連立の絶対条件」とする国会議員の定数削
減について、自民党は党内の反対論もありながらも、連立合意を優先し
受け入れ方針を固める。

両党幹部間で最終調整。連立政権樹立で事実上合意。維新側は当面
「閣外協力」とする意向を伝える。
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以降

公明党が、自民党との政策協議の結果、特に「政治とカネ」の問題への
対応で明確な合意が得られなかったとして、自公連立解消を表明。自民
党は衆参両院で少数与党に転落。高市総裁は「安定した政権基盤の構
築」を目指し、他党との連携を模索。

自民党の高市総裁からの連立要請に対し、政策実現の好機と判
断し、翌日からの政策協議入りを了承。

自民党との政策協議初会合に吉村代表・藤田共同代表らが出
席。維新が作成した12項目の政策要求メモ（国会議員定数削減、
食料品の消費税率2年間ゼロ、副首都構想、社会保障改革など）
を提示。議員定数削減を「譲れない絶対条件」として強く要求。


